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スナガニ科チゴガニの後期幼生について

ネナ 問 健 作

On the Post-Larval Stage of刀yoρlaxρusillus〔DEHAAN) 

(Ocypodidae, Brachyura) 

Kensaku MURAOKA 

SYNOPSIS 

The crab, Jlyoρ’axρusillus (oE HAAN) is usually found on the tideland of 

the river-mouth and inland sea, and is distributed from Tokyo Bay to southern 

Kyushu in Japan. 

The living specimens of megalopa were obtained from the tideland of mouth 

of the river Tagoe, Zushi, Kanagawa prefecture, on August 17 in 1973. The 

megalopa have been reared in the small glass bowls immersed in dilute seawater 

until moulting to the young crab, which is identified to Ilyop!axρi,1si!lus. 

The post larval development of these specimens have been described and 

illustrated in this short report, comparing with the larvae of some other related 

crabs already reported. 

Larval features are summarized in the following. 

The size of carapace is approximately 0.9-1.0 mm in i巴ngthand 1. 0 1.1 mm in 

width. The ant巴nnulis composed of the peduncles and flag巴lla.The endopodite 

is provided with 2 setae at the tip, and unsegmented exopodite with 5 feelers at 

the lateral margin. The antenna is composed of 7 segments and the terminal 

segment has the conspicuous 3 setae longer than setae of others. The chelipeds 

are small and nearly equal. In the walking legs, the fourth pair is small, and 

the dactylus b巴ars3 or 4 car! long hairs and a few small setae along the inwards. 

Abdomen consists of 6 segments plus telson. Segments 2 to 5 bear well-developed 

bisegmented pleopocls, and in s巴gm巴nt6, uropod is absent. Setation formula for 

pleopocls 2 to 5 is 11, 12, 12, 11. Th巴巴ndopoditeof pleopods bears 3 small hooked 

hairs along th巴 innersurface. Margin of telson bears 4 setae, of which the two 

ones are locat巴don central portion. 
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90 ネミ！岡．チゴガニの後期幼生

はじめに

本ドrs産こめっきがに亜平｜〔Scopimerinae）は Seoρimerα属とJlyoρlax腐の2属が9-il

られ，これらのj高のメガロパの特徴についてはコメツキガニ Seoρime叩 globosa DE 

H AAN とチゴガニ Jlyoplaxρusillus (oE H AAN）の二種が報告されているっ このうち

コメツキガニについては，相川 (1929）は第 lゾエアの外部形態、の特徴を，八塚（1957)

は断、化したゾエアを飼育し，その令期数は5期を経てメガロパに変態することをそれぞれ

報告している。さらにi'r!J生（1958）は鎌倉市の海岸で得たメガロ パおよびそれを飼育し，

変態させた第1Htガニの特徴について報告している。またチゴガニについては，相川I(19 

29）は第1ゾエアの特徴について報告している。

筆者はチゴガニのメガロパを採集し，それを飼育し，変態させ粘ガニを得ることができ

たので，この外部形態、の特徴を報告するとともに，すでに知られているコメツキガニのメ

ガロパおよび問先lのスナガニ苧｜のメガロパの特徴とも比較をおこなった。

本文に入るに先立ち， 終始ご指導を賜わっている中殻狂！学会長澗井恒｜専士に厚 く謝意を

衣する。また採集にあたって多大なるご協力をいただいた神奈川県立三浦臨海学園員佐藤

白氏にお礼申しあげる。

材料および方法

制祭に汗JI、た材料は神奈川県逗子市の田越川河口で， 1973年8月17日に採集したもので

ある。

このメガロパは，田越川の河口では 8月から 9月にかけて，チゴガニが生息する巣孔や

その付近に多数見られ，採集も容易にできる。採集したメガロ パの－1111は水で、希釈した海

水 (1 ・ 1）の仁｜コで飼育し， 稚ガニを得た。

これらの材料はすべて50%アルコールで保存し3 そのうちの4佃休を検銑に用いた。

観察

メガ ロノミ

甲殻はメLr床をおび， Erl長約0.9～1Omm，甲l幅約1.0～1. 1仰でやや幅広い。 ！日J~J'.lはやや突

出し，二位に分かれている。眼は大きく，その長さは甲帽の.＼{iよりもわずかに短かい。

第 im~角は基自II 3節からなり，基節は丸く 大きい。沼3j;(r'iは二叉した内外！肢をそなえ，

内肢は l節で，末端に 2本の短毛が認められる。外肢は 1E!i'iからな り， その側縁には5本

の長い感覚毛と 1木の短毛をそなえている。

tl''-5 211仙角は 7節からなり，第3節には 1本の短毛を，手｝ 6節には2本の短毛をそれぞれ

そなえ，末節末端には3本の長毛が認められる。

大顎は原節と触嶺とに分かれ，触さ買の末節側縁には10数本の剛毛と数本の羽状毛が認め

られる（Fig.2, C）。

第l小顎は底節，基節，内肢とに分かれ3 底節は表面全域に微細な小林を密生し，その

側縁には 7～8本の剛毛が認められる。基節は底節よりもやや大きく， iWJ縁に多数の剛毛

と3木の羽状毛が認められる。内肢は2節で，末節に2短毛認められる（Fig.2, D)。

第2小顎は底節，基j!jf]ともやや長方形で，大きさもほぼ等しく、いずれも二葉に分かれ

ていな L ～ ~I刊行の側縁には剛モを密生する。 内肢は棒状で3 羽状毛は認められな I'o顎舟
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Fig. 1. Jlyoρlax pusillus (nE HAAN), m巴galopa,dorsal view 

1：定は側縁に50数本の羽状毛を列生する（Fig.2, E）。

第 1顎脚は底節，基節ともに剛毛をそなえ 3 底節は短かい。基節は長 く，底節のおよそ

6倍の長きである。内肢は 1節で細長く，末端近くの側縁に2木の短毛が認められる。外

肢は 2il(i］認められ，第 l節末端には2本の羽：｜犬毛，末節末端には 2本の長毛をそれぞれそ

なえている （Fig.2, F）。

第2顎脚は内外肢に分かれ，内肢は 4節認められ，＊節末端には剛毛が認められる。外

j肢は 2節で，第1節外縁には 1本の小東京を，内縁末端近くには顕著な羽状毛が 1本認めら

れ，その長さは末節とほぼ等しい。末節末端には 2本の長毛が認められる（Fig.2, G）。

第3顎！日，11は内外肢に分かれ，内肢は 5節認められ3 第 1im'j側縁には羽状毛が列生する。

木~j'.iには 5 ～ 6 本の剛毛をそなえる。 外肢は 2111'.i認められ，第 1 白j'.i末端近くの内縁には末

節の長さとほぼ等しい顕著な羽状毛が1本認められる。末節末端には3本の長毛が認めら

れる（Fig.2, H）。

主｜｜側lは左右等しL、。掌節はやや細長く，不動指は幅広い。可動指の内縁および不動指の

外縁末端近くにそれぞれ l本の羽状毛が認められる（Fig.2, I）。

歩凶lは底節の)j夏TEiに多少とも顕著なモが密生しているのが認められるが3 第 l，第2:Jj三

l山l聞のものが最も顕著である。第 1から第 3歩胸jの各指節の内縁には鋸歯はなく 3 微細な

刺！がまばらに認められる（Fig.2, J) 0 第4歩脚の 指節の外縁には短毛が認められ，内

線には 2木の短毛と r:j:i失より末端に沿って 3～ 4本の長宅を生じ，それらは先端でややカ

ーノレしている〔Fig.2, K）。

腹部は 6JI夏節と尾節からなる（Fig.2, L）。 第2腹節から第 5腹節のl医師には二叉した

腹肢をそなえている。内肢はし、ずれの腹肢も 3本の鈎毛を末端近くにそなえている。外肢

は第2腹節から第5腹節にかけて，それぞれ11,12, 12, 11本認められる （Fig.2, M,N）。

第 1 fit ガニ

甲長1.0～1. 1脚， 甲1j1ffil.2～1. 3mmていやや甲 1 11日が長い。 眼縞外l~ ＇J、さ く 認められる 。 眼柄
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Fig. 2. Jlyoρlax pusillus (DE HAAN), appendages of megalopa 

A ・ antennule, B : antenna, C : mandible, D : maxillule, E : maxilla, 

F : first maxilliped, G : second maxilliped, H : third maxilliped, 

I : cheliped, J ・ third walking leg, K : fourth walking leg, L telson, 
M: pleopod of second abdominal s巴gment,N : pleopod of fifth 

abdominal segment. The bar scales represent O. 1 mm. 
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Fig. 3. Jlyoptaxρusitlus (DE HAMぜ〕， appendagesof first crab. 

A dorsal view of first crab, B : antennule, C : antenna, 

D . mandible, E : first maxilliped, F . second maxilliped, 

G third maxilliped, H ・ cheliped, I . third walking leg, 

J : fourth walking leg. The bar scales represent O. 1 mm 

は細長く，fl艮務外歯よりもやや突出するD 甲殻側縁には微細な羽状毛が列生する（Fig.3, 

A）。

第111虫角は内肢1節で，末端に2短毛認められる。外肢は2節て1 5本の感覚毛と 1本
の短モがある （Fig.3, B）。

出2月以f:cJは6節で末節に2短毛生じる （Fig.3, C）。
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Table 1. Distinctive features of megalopa of two species, Scop1merinae 

Species 

Carapace 

length 

W』dth

Depression for reception 
of last leg 

Antennule 
endopodite 

exopodite 

Antenna 

Maxillule 

coxal endite 

endopodite 

Maxilla 
endopodite 

First maxilliped 
endopodite 

exopodite 

Second maxilliped 

exopodite 

Third maxilliped 

exopodite 

Jlyoplαx pus illus 
(present work) 

0.9-1.0 mm 

1.0-1.1 mm 

Smooth 

1 segment, 2 short hairs 
in distal portion 

1 segment, 5 aesthetascs, 
1 short hair 

7 segments, 3 terminal 
hairs 

Numerous spinules on 

surface 

Scopimerαglobosα 
(Gamo, 1958) 

1.1 mm 

1.2 mm 

Smooth 

1 segment, 2 short hairs 
in distal portion 

2 segments, 5 aesthetascs 

7 segments, 2 terminal hairs 

Not desc1・ibed

2 segments, 2 terminal hairs 2 segments, 2 terminal hairs 

No setae No setae 

2 short setae Unarmed 

2 hairs in distal segment, 2 hairs in distal segment, 

2 plumose hairs in proximal 2 plumose hairs in proximal 

2 hairs in distal segment, 

1 seta and 1 long plumose 

hair in proximal 

3 hairs in distal segment, 

1 long plumose hair in 
proximal 

2 hairs in distal segment, 

1 long plumose hair in proximal 

2 hairs in distal segment 

Cheliped No tooth on inner margin No tooth on inner margin 

of fingers of fingers 

Fourth walking leg 3-4 long hairs in dactylus 

Pleopods (second to fourth 

abdominal segments) 

endopodite 3 small hooked hairs 

exopodite 11,12,12 natatory hairs 

Pleopod (fifth abdominal 

segment) 

endopodite 

exopodite 

Uropod 

Telson 

3 small hooked hairs 

11 natatory hairs 

Lacking 

4 marginal spinules 

5 plumose hairs in dactylus 

3-4 small hooked hairs 

17-19 natatory hairs 

3 small hooked hair・5

15 natatory hairs 

Lacking 

2 marginal spinules 
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大顎は]Jl(jfi'i長方形て1 その内縁は歯状で，指の側縁には多数の剛Eが生じている （Fig.

3, D）。

第1顎l出lは基ii!i'iの剛毛および小椋が地加し，内肢は内縁に羽状毛が密生する。外肢は2

節で， 各臼ij'jに羽状Eを有する（Fig.3, E〕。

tfj 2強制！は内肢5節認められ，j走行I）の2fi!f］には内縁に羽状毛を多数イ1している。外肢は

2節で， tr・;1 fi!j］外縁には羽状毛を生じ，内縁には末端近くにメガロパ期同機顕著な羽状毛
が1木認められる（Fig.3, F）。

第3顎l附lは内肢の長節末端近くに2本の長い羽状毛を生ずる。外IJ支は2節で，第l節外

縁に数本の羽状モが認められる（Fig.3, G）。

紺l山lおよび少脚は成休の特徴をそなえているが， 各歩l凶！の長自i'iにある鼓膜（Tympana)

はまだ駅手？ではない。第4歩脚の指節内線には， メガロパ期に認められた長毛は消失する

(Fig. 3, H, I, ］） 。

むすび

本報告のメガ ロパと鎌倉産のコメツキガニのそれとの特徴を比較すると，甲殻の長さや

幅，第l触角外肢の感覚も数．第2fj~！角の節の数， 第 2 小顎内肢の；以E， 腹肢の内肢にみ

られる鈎E数，第6jj夏節の尾肢の欠如等は全く一致している。さらに甲殻側縁には第4歩

！仰を収めるくぼみはな く ， 第 1 歩！日~） と第 2 歩加の腹面には毛が密生， 第 4 歩脚指節に特殊

な長Eが生じている。第2顎！日1lの外股trnlrrj末端近くに認められる 1本の長い羽状毛など
も同一である（Table.1）。

相違点としては， 第1似！角の外肢の長l'iMc, J度肢の外l伎の羽状E;数等をあげることができ

る。その他には，触角や顎脚の株毛数にやや相違がみられる。このうち，腹肢の外肢の羽

状E数は第5IJ!.i:節では， チゴガニのメ ガロパで11本，コメツキガニで15木と顕著な相違を

示し， i也の第2～第4腹ifr!のIJ夏11支においても 3 その羽状主数は相違している。

これらの特徴から 3 本報告のメガ ロパは基本的には問主｜！のコメツキガニのそれと比較し

てかなり一致するといえる。

さらに3 これら両極のメガロハの特徴と，既報のすながに平｜のメガロ パの特徴と比較し

てみると，すながに亜不｜の Uca,Ocyρoda，おさがに亜科の Parαc!eistostomα属のメ

ガロパではt(H1J大脚指節にそなわる数本の長い感覚毛 (feelers）はその末端にすべて生じ

ているο さらに Ocy.'Jada, Paraclei:;tostomaの両if}；のメガロパでは第6Jj隻節に尾！肢を

そなえているなどは2 こめっきがにfffirlのメガロパと比較して最も顕著な相違点としてあ

げられる。

またl自l伎の内肢の鈎E数や第2触角のj治の長さや数なども比較するうえでは重要な特徴

としてあげることができる。

第 1lflガニの甲殻はかなり成体に紅l似するが， fJIJ'?iMfllや眼刺の長さはむしろメガロパに

j互い形態を〆J~ し ている 。 un 触角およ び；；g 2 触角ではj~j〕の増減が認められる 。 顎脚におい

ても大きな変化はなく ，内外肢の側線や木端の一林毛数のよ円加がみられる。第4歩j仰の指fuf]

には メガロパWJにみられた特妹心：じは消失してL、る。

これらの特徴の変化はコメツキガニのi;fl1惟ガニと比較してみても全く一致している心

また，1dlj陀の稚ガニを識別するうえでは巾殻の形，主i=llU1lの不動指と可動指の歯の有無，

歩Jll1l長自i'iにそなえてL、る以肢の発！f'EIU止などの柱｜違があげられる。
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